
平成17年12月  

（社）日本オヘ0レーションス～・リサーチ学会  

会 員 各 位  

（社）日本オへ0レーションスナ・リサーチ学会  

平成17年度「OR企業フォーラム」のご案内   

平素は日本オヘ8レーションスナ・リサーチ学会の諸活動に対し格別のご指導・ご協力を賜りまして、まこと  

にありがとうございます。お蔭様で当学会は、産・官・学各界におけるオペレーションズ・リ  

サーチ（OR）活動のさらなる充実を目指して、不断の挑戦を続けさせていただいております。   

その一環として、1987年より「OR企業サロン」を創設し実施してまいりました。これは賛助  

会員企業のトップ・ミドルのマネジメントを主たる対象として、優れた経営戦略の策定・実施  

に役立っようなORおよび関連領域の話題をご提供し、あわせてご参加の皆様に同業同士ある  

いは異業種間での交流を深めていただくことを目的とした企画でした。幸いこれは非常に多く  

の方々から大変なご好評をいただいて参りましたが、現在は、対象者を広めて一般学会員にも  

オープンにし、「OR企業フォーラム」と改称して活動を続けております。   

当「OR企業フォーラム」は、講師のご講演をベースに、ORの研究対象であるオペレーシ  

ョン（事業・運営・業務）を巡る様々な改革の可能性についての理解を一層深めていただくと  

ともに、会員各位の業務上の課題解決へのヒントを掴み取っていただくことを目指しておりま  

す。   

今年度においても「進化するOR」を統一テーマに、従来同様の取り組みを継続することとし、  

移り気な消費者やニュービジネスの芽生え等を視野に加え、ORの研究・実践活動は、どのよう  

に環境適応し、進化し続けられるかを、今日的ORに深いご造詣を有しておられる第一線の経  

営者のお話を中心にしながら、多面的かつ実践的に検討してまいります。これは、従来ORと  

はご関係が比較的薄かった方々にも必ずやご興味をお持ちいただける企画であろうと存じます。   

今回のフォーラムは、裏面の要領により、1月23日（月）に東京・神田の学士会館で開催い  

たします。皆様お誘い合わせのうえ、奮ってご参加くださいますよう、慎んでご案内申し上げ  

ます。  

企画・運営：「OR企業フォーラム」企画委員会   



平成17年度 OR企業フォーラム（1月23日 東京）  

第1部（午後2：30～4：00）  

アーマ：「私の実践経営システム（？）論一SCM基幹業務と商品開発業務を通じて－」  

ゲスト・スピーカー：サントリーロジスティクス㈱ 取締役会長 橋本 忠夫氏  

第2部（午後4：00～5：30）  

アーマ：「放送・通信連携の現状と将来」  

ゲスト・スピーカー：NHK放送技術研究所 所長 榎並 和雅氏  

一 開催要領一  一周辺案内図一  

場 所：学士会館会議室203号室（神田）ll ll  
千代田区神田錦町3－28  
取（03）3292－5931  東京三菱銀行  神田税務署  

l＋  
り  至竹橋  

日  時：平成18年1月23日（月）  神保町駅  学士会館  

午後2：15～7：00  

（懇親会を午後6時から行います）   

参加費：無料  
参加資格者：OR学会会員  
（個人正会員、学生会員、賛助会員）  

白 山 通  至水道橋  

学士会館までの交通機関 一  

地下鉄半蔵門線、都営三田線  

都営新宿線  
神保町（出口A9）徒歩1分  

一参加お申込みの要領一  

参加ご希望の方は学会事務局宛にお申し込み下さい。  
お申し込みはE・mailにても承っておりますので、必要事項（（Dフォーラムの開催日  

②お名前③所属組織・部署名④会員種別（個人正会員、学生会員、賛助会員）⑤連絡先住所⑥  
TELまたはFAX番号）をご明記のうえ、日本OR学会事務局（forum＠or由．or．jp）  
までご一報下さい。（お申しこみは1月16日（月）までにお願い致します）  

（社）日本オヘロレーションスヾ・リサーチ学会事務局TEL（03）3815－3351FAX（03）3815－3352  

Tb：（社）日本オヘ○レーションス÷・リサーチ学会事務局EAX（03）3815－3352  

「OR企業フォーラム」申込書  

平成18年1月23日（月） 午後2：15～7：00  

平成 年 月 日  

会 員 種 別  お 名 前   住  所（連絡先）   

いずれかに○印をして会員  
番号を記入してください  

（勤務先・所属大学）   

個人正会員  ）  

（  ）   

学生会員  （ ）  TEL  

（  M  

賛助会員   （ ）  

（  

e－mail  
）   

会員以外でも当学会にご関心をお持ちの方であれば参加は可能です。   


